
僕は君たちに社会に挑戦するチャンスを贈りたい。

僕は２０代の頃、３度も実施の計画を失ってしまった。

大学の知識だけでは足りない、社会に立ち向かうための

実践的な経験やスキルが圧倒的に不足していることを思い知らされた。

ひるがえってみても、全国にこれだけ多くの建築学科がありながら

卒業していく学生が大学で考えたことを生かしきれない状況、

日本の教育があまりに社会と乖離している状況、

一方で、企業が行ってきた建築と街づくりが

魅力的な風景をつくれていない状況。

僕は君たちに、学生の段階から実際のプロジェクトに挑むことで、

これらの状況を打破する方法を見出して欲しい。

そして、君たちが未来の風景をつくってくれることを願っている。
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